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未経験過渡の疲労評価結果への影響について 

 

 これまでの運転実績で経験のない未経験過渡について，過渡事象 1回あたりの疲れ累積係数に与える

影響を説明する。 

 

１．未経験過渡 

  高経年化技術評価において，評価用過渡回数は，実施基準に基づき，評価時点までの運転実績を基

に算出しているが，未経験過渡については，評価時点までの運転実績で発生がないことから，今後の

運転期間で発生しないとして評価した。高経年化技術評価における未経験過渡の取扱いを表1に示す。 

 

表 1 高経年化技術評価における未経験過渡の取扱い 

No. 過渡事象 
評価用過渡回数※1 

（括弧内は実績過渡回数） 

1 給水加熱機能喪失（発電機ﾄﾘｯﾌﾟ） 0（0） 

2 給水加熱機能喪失（給水加熱器部分ﾊﾞｲﾊﾟｽ） 0（0） 

3 ｽｸﾗﾑ（ﾀｰﾋﾞﾝﾄﾘｯﾌﾟ）※2 1（1） 

4 ｽｸﾗﾑ（原子炉給水ﾎﾟﾝﾌﾟ停止） 0（0） 

5 ｽｸﾗﾑ（逃がし安全弁誤作動） 0（0） 

※1：60 年時点の評価に用いた過渡回数（推定過渡回数＋実績過渡回数） 

※2：試運転期間にのみ発生した過渡事象 

 

２．疲労評価結果に与える影響 

  表 1 に示す過渡事象について，高経年化技術評価の結果に対して，推定過渡回数を 1回増加させた

場合の，疲労評価の健全性（疲れ累積係数が 1を下回ること）への影響を確認する。評価対象は代表

機器の原子炉圧力容器のうち疲れ累積係数が最大となる給水ノズルと，代表機器以外のうち疲れ累積

係数が最大となる炉心シュラウドとした。評価結果について表 2に示す。 

  評価の結果，未経験過渡の推定過渡回数を 1回増加させた場合に疲れ累積係数に与える影響は軽微

であり，仮にこれらの過渡事象が今後発生しても疲労評価の健全性への影響が小さいことを確認した。 

 

表 2 過渡事象の 1回増加が疲れ累積係数に与える影響 

評価条件 給水ﾉｽﾞﾙ 炉心ｼｭﾗｳﾄﾞ 

①未経験過渡が将来発生しないとした疲れ累積係数※ 0.6232 0.3170 

②未経験過渡が将来 1回発生するとした疲れ累積係数※ 0.6359 0.3171 

③過渡事象 1回あたりの疲れ累積係数増分（②－①） 0.0127 0.0001 

※：運転開始後 60 年時点の疲れ累積係数（環境を考慮した評価） 
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